
 

 今月は、校長先生、副校長先生、教頭先生、地域連携、進路の記事です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校だより 

みどりの丘から 
令和４年度 ３月号 

 

発 行  神奈川県立みどり養護学校 

発 行 日 令和５年３月 10 日 

住 所 横浜市緑区東本郷 5-18-1 

電 話  045-471-7941 

（Fax045-474-4707） 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

https://www.pen-kanagawa.ed.jp/midori-sh/index.html 

あっという間に 1 年が過ぎようとしています。学習活動や行事も、年度当初は

まだ様子を見ながらやっておりましたが、ようやく活発に始動してもよいので

は、と思えるようになりました。まだ用心はしていきますが、コロナ前に戻ると

いうよりも、あたらしい学校を作っていくといったほうが良いかもしれません。

今までの活動に加えて、今の子どもたちに適した活動や支援を考えていくことだ

と思っています。みどり支援学校として新たに出発します。 

副校長先生 

みどり養護学校の朝は「おはようございます」の元気な声や、目と目を合わせたおは

ようの会釈、本当に心地よい光景ではじまります。廊下ですれ違う時「こんにちは」「お

疲れさま」うれしい掛け合いが生まれています。はじめは恥ずかしかった人も、繰り返

しの言葉かけで笑顔の挨拶がみられるようになりました。挨拶は相手を受け入れる入口

だと思います。卒業後の社会の中でも、お互いが心を開き人と人との関わりを深めると

同時に、コミュニケーションの一歩にも繋がることでしょう。このような挨拶の力を蓄

え、高等部３年生 31 名はみどり養護学校を巣立つ時を迎えます。中学部 3 年生 14

名、小学部 6 年生 11 名はそれぞれの新しいステージに進みます。今までの学び、先生

や友達との思い出をエネルギーとして新しい場での活躍を応援しています。   

保護者の皆様、地域の皆様、子どもたちを支えていただき、本当にありがとうござい

ました。令和５年に入り、全国的に新型コロナウイルスの感染状況の落ち着きがみえは

じめました。新しい時代の到来を感じます。既存の枠にとらわれない新たな学びの方法

を模索していきたいと思います。今後も変わらぬご支援をよろしくお願いいたします。 

校長先生 

今年度も本校の新型コロナウイルス感染症対策に御理解・御協力をいただき、あり

がとうございました。おかげさまで修学旅行や宿泊学習等の行事を無事に実施する

ことができました。学校は通常の教育活動に戻りつつあります。これまでコロナ禍を

「新しい学校をつくる」機会ととらえて、ICT 技術の活用等を行い、教育活動の充実

を図ってきました。次年度はさらなる充実と飛躍を目指していきたいと考えていま

す。１年間、ありがとうございました。 

教頭先生 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度はコロナ禍においても少しずつ地域との交流が増え、新たな連携もできました。

１つは、プロラグビーチームの横浜キヤノンイーグルスとの交流授業です。高等部１年生

が２月に、横浜キヤノンイーグルスの方４名を講師に迎え、ラグビー体験の授業を行いま

した。一人ひとりが生き生きと体験に参加し、競技の楽しさだけでなくラグビーの精神を

も体感できる交流となりました。２つ目はみどりアートパーク（緑区民文化センター）によ

る弦楽四重奏コンサートで、小学部の児童約 70 名が参加しました。うさぎのキャラクタ

ー演奏家たち「弦（つる）うさぎ」四姉妹が「となりのトトロ」や「わらの中の七面鳥」な

どなじみのある曲を披露し、子どもたちからは「かわいい～」「ブラボー！」といった声が

あがりました。 

 今回の交流は、児童生徒にとって貴重な体験となったと同時に、地域の方に特別支援学

校の子どもたちのことを知っていただき、子どもたちの社会参加の機会を広げる一つのき

っかけとなりました。今後も継続して連携をすすめていきたいと思います。 

 なお、４月に横浜キヤノンイーグルスの試合観戦ご招待のお話もいただいています。今

後の連携に向けて、多くの方にご参加いただければと思います。 

 

 日頃より、本校へのご理解とご協力ありがとうございます。 

 今年度の高等部については、コロナ禍の中ではありましたが、企業や福祉事

業所で現場実習を実施することができました。３年生については、４月からの

進路先として、緑区、神奈川区、都筑区、西区の特例子会社や福祉事業所等に

進路を決定しています。２年生についても、昨年までコロナの影響で実施が難

しかった職場体験を実施することができました。在学中に様々な経験ができる

ことは、進路を選択する上でとても大切なことです。今後も、いろいろな経験

ができるように進めてまいりたいと思います。 

 高等部の保護者見学会については、福祉事業所や企業への見学を計画し、多

くの保護者の方に参加していただきました。ありがとうございました。実際に

見に行くことで、事業所の雰囲気や職員の方と利用者のかかわりなどがわかり

ます。次年度も計画をしていきますので、ぜひご参加ください。 

 また、みどり相談室＆学習会は、毎月テーマを設定して実施しました。卒業

生の保護者の方のお話や、グループホームについてなど、今後の進路を考える

上で、参考になる内容を提供できたのではないかと感じております。次年度も

テーマを設定して計画してまいりますので、保護者の皆様のご参加をお待ちし

ております。 

  

地域連携 

進路 
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